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右記の“ベジマチ”のURL又はQRコードからお申込みいただけます。https://www.vegemach.jp/

TEL ： 03-3583-9793 E-mail ： vegemach@alic.go.jpお問い合わせ先 ： 独立行政法人 農畜産業振興機構 野菜振興部 需給業務課

※1 ※2

会員登録募集中

※1  生産者とは、国産野菜の生産者や生産出荷団体です。 ※2  実需者とは、国産野菜を取り扱う事業者で、私的利用となる消費者は対象となりません。

12月15日現在 会員登録数381者（生産者261者、実需者120者）

機構から
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３ 生産者から一言 

立久井農園では、定時・定量の出荷を実現すべく、計画的な作付け、栽培管理、収穫に努めています。 

実需者の方々との信頼関係を第一に、求められる品質に対応できるよう、日々栽培技術の向上に努めてお

りますので、安定的かつ長期的な契約のお話をお待ちしております。 

ベジマチ生産者紹介 

株式会社立久井農園（宮崎県えびの市）      
 

１ 生産者の概要 

株式会社立久井
た ち く い

農園（以下「立久井農園」とい

う）は、宮崎県、熊本県、鹿児島県の３県の境界に

あり、九州縦貫自動車道で熊本・福岡、鹿児島およ

び宮崎市内のいずれにもアクセスのいい宮崎県えび

の市で、キャベツ、ほうれんそう、ごぼうなどの露

地野菜を生産しています。 

約１００ヘクタールの圃場
ほじょう

で生産された野菜は、

加工・業務用に出荷するほか、市場向けや地元の直

売所へ出荷しています。 

２ 新鮮なキャベツ 

立久井農園では、安定的な生産に向けて、定期的な

土壌診断による肥料設計の見直し、こだわりのたい肥

の導入、品種試験による適正な品種の導入など、日々

努力と改善を続けています。また、作業用の器具を自

作するなど、作業の効率化も図っています。 

加工・業務用に求められる「定時・定量」を満たす

べく、定植前に、圃場ごとに栽培計画を作成し、春は

５〜６月（１８ヘクタール）、秋は１０〜１１月(２５

ヘクタール)に一定の量が収穫・出荷できるよう栽培

管理がされています。加えて、品質の管理にも力を入

れ、規格に合ったもののみを選別して収穫しており、

また、出荷容器に土が付かないよう、圃場にて自作の

台を使用するなど、きめ細かい気配りも行っていま

す。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 
詳しくはベジマチでご検索ください。 

ベジマチ：https://www.vegemach.jp/ 

【ベジマチ運営事務局】 

独立行政法人農畜産業振興機構 

野菜振興部需給業務課 

Tel：03-3583-9482 

Mail：vegemach＠alic.go.jp 

１個１個確認しながら収穫しています 

収穫を待つ、丸々と大きくなったキャベツ 
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３ 生産者から一言 

江戸菜を中心に季節ごとに少し変わった野菜を生産していま

す。現在は卸売市場への出荷が多いですが、さまざまな用途

向け直接契約取引もしています。全てのパートナー企業様、

そして最終的に食べる方の事を考え、ともに歩みながら成長

する取引関係を希望しています。ご関心をお持ちの実需者の

方は、ぜひお声がけください。 

ベジマチ生産者紹介 

株式会社旦千花（千葉県八街市）      

１ 生産者の概要 

株式会社旦
た

千花
ち ば な

（以下「旦千花」という）は、東京から車で１

時間ほど、千葉市の東側に隣接する近郊農業地域の八街市に農

場を有しています。約２０ヘクタールの農地で、こまつなの一

種の江戸菜をはじめ、にんじんやだいこん、ほうれんそう、か

んしょ、さらにはズッキーニなど、季節ごとにさまざまな品目

を生産しています。また、化学農薬や化学肥料の低減にも努

め、江戸菜とにんじんのＪＧＡＰも認証取得しています。 

２ 旦千花オリジナル野菜：江戸菜 

旦千花は、独特の歴史をたどっています。もともと、同社は東

京都江戸川区でサウナ事業や健康関連食品の販売などをしてい

ました。そうした中、地元企業と連携して名産品を作るという

計画が持ち上がり、（江戸川区小松川地域に由来するとされる）

こまつなの漬物の製造を開始したのが、野菜生産を始めたきっ

かけです。当初、同社は生産指導を担当していましたが、商品

の安定化などの観点から千葉県内で農場を賃借し、自らこまつ

なの生産を開始しました。その過程で自ら品種改良を施し、「江

戸菜」と名付け、商標登録をするに至ったのです。江戸菜は、

通常のこまつなより大ぶりですが、酵素を利用した独特の農法

により、固くなく、みずみずしく苦味や渋みも少ないことが特

徴です。また、生のサラダでも、火を通しても、シャキシャキ

とした歯ごたえが楽しめます。農場近辺に洗浄包装のための工

場を有しており、新鮮な江戸菜を清潔に包装した状態で出荷で

きる体制を整えています。 

主に大田や豊洲、横浜などの卸売市場に向けて出荷している

ほか、家庭消費向けのスーパーマーケットや、業務用として、

大手を含む加工、外食産業、学校・病院・産業給食、コンビニ

エンスストアなど、その販路は多岐にわたります。江戸菜は、

２０年以上前から旦千花が直接営業展開を行っており、飲食店

の専用具材として多く愛用され、漬物やラーメンの具材など和

洋中のジャンルを問わずさまざまな用途に利用されています。 

 

 

 

  

詳しくはベジマチでご検索ください。 

ベジマチ：https://www.vegemach.jp/ 

【ベジマチ運営事務局】 

独立行政法人農畜産業振興機構  

野菜振興部需給業務課 

Tel：03-3583-9482  

Mail：vegemach＠alic.go.jp 


